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前号に引き続き、校外学習や〇〇教室で学びを得た、児童の感想紹介第３弾です。 

～チームワーク・フットワーク・ネットワーク～  

 

 私は、これまで買い物などで払う消費税の事
は知っていましたが、深く考えた事はありませ
んでした。しかし、租税教室で、税金は警察や
消防、救急車の活動など、国民が安心して暮ら
すために使われていて、国民の生活を支えてい
る、なくなっては大変なとても大切なものだと
知りました。 

これからは、買い物など税金を払うときに、
「この税金が誰かの助けになっているかもしれ
ない」ということを、思い出したいです。 

      【６年２組 髙橋 茉那  さん】  

 税金は、みんなの生活を守ってくれる大事なお
金のことで、学校の建設やごみ処理のサービスな
ど、みんなが生きていくために必要なものだと分
かりました。そして、税金は、いろいろなところ
に使われていて、みんなから集められている、す
ごく大事なものだと実感しました。税金が自分た
ちに届くまでの道のりもわかり、税金のことは習
いましたが、ここまですごいものとは思いません
でした。税金は、国民みんなのためにあるので、
大切に使われるといいなと思いました。                                 

【６年１組 河戸 陽向  さん】  

 安全マップを作るために、水色コースのみん
なで出発しました。一番さいしょに行った病院
で母が出てきて会えました。病院の周りは、け
っこう夜になるときけんそうでした。外に防は
んカメラはないけど、中から外もうつっている
そうです。男子が私の前を歩いていたら、前か
ら鳥がきて、男子がとてもびっくりしていまし
た。防はんカメラは少ししかなかったけど、子
ども１１０番の家ときけんそうな場所が多かっ
たです。三年生やいろんな人に知らせて、安全
に通りたいです。 

今日の学習は、事故もおきずに楽しく行けて
よかったです。 
 

【４年２組 塩地 茉和  さん】  

 わたしは、６月１９日に安全マップを作るた
めに、調べに行きました。安全マップ作りで
は、「だれでも入れる場所」や「だれからも見
えにくい場所」というポイントをもとに、きけ
んな場所を調べて地図に書いていきました。そ
の中で、１１０番の家がたくさんあることも分
かり、安心しました。ちいきの人もみんなやさ
しかったので、なにかあっても１１０番の家や
ちいきの人をたよれば大丈夫だなと思いまし
た。 

今回、安全マップを作ったことで、自分のま
ちのきけんな場所がよく分かって本当に良かっ
たです。 

 
    【４年１組 田丸 安樹  さん】  

せんせい、あのね、ぼくは、ジャンガリアハンムスターをてにのせた

よ。ふわふわしてたよ。                            【１年１組 あおの はやと さん】 

せんせい、あのね、ぼくは、うまにりんごをたべさせてあげたよ。と

てもおいしそうにたべていたよ。             【１年１組 おおき りょうが さん】 

せんせい、あのね、わたしは、うさぎをだっこしたよ。うさぎはにげ

あしがはやかったよ。                     【１年１組 ごとう あやね さん】 

せんせい、あのね、ぼくは、かめをさわったよ。おもくてもちあげら

れなかったよ。                         【１年１組 まつはし とうわ さん】 



☆ 学校からのお願い ☆ 

１ お 礼 

  前回まで、２回にわたり「時間感覚を養うための工夫」と題して、「時間を守る」ことをお

願いしてきました。 

  現在、子供たちの登校の様子を見ていると、お願いをした前と後では、明らかに登校時間と

子供たちの時間に対する意識が変わってきているのを感じています。 

  正直、あまりにも早い改善の速度感に、驚くとともに感謝の気持ちでいっぱいです。 

  これは、保護者の皆さんの意識の高さの表れであると推察しています。 

  ご協力ありがとうございます。 

  ただ、すべてが改善されたというわけあけではありません。 

  特に、自家用車での送迎につきましては、地域の方々のご迷惑にならないよう、また、児童

の登下校の妨げにならないよう、ご配慮をお願いします。 

  本校の駐車場は大変狭く、送迎の際にはご不便をおかけしていますが、できるだけ駐車場を

ご利用いただくか、やむを得ず駐車場以外で乗降させる際は、周囲の交通状況にご注意とご配

慮（車道側から乗降させない等）をいただくとともに、校門前や私有地での乗降はご遠慮いた

だくようお願いします。 

  特に校門は、児童が登下校の際に出入り口として利用しています。 

学校は、通学する児童２５２名の安全・安心な学校生活を保障する責任があり、どのような

些細なことであっても、予測される危険は排除しなければなりません。 

  また、以前にもお伝えしましたが、本校の子どもたちが地域の方々に愛され、充実した教育

活動を続けていくためには、地域のご理解とご協力、そして保護者、および関係者の皆様のモ

ラルとご配慮が不可欠です。 

  本校に通学する児童２５２名のためにも、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

  また、運動会のアンケートに、ご協力いただきありがとうございました。 

  特に、自由記述については、大変参考になりました。 

  本校の職員には、今年度の教育活動にあたり、五つの基本事項を伝えました。 

  その一つが「『創意は進歩なり』…常に工夫と改善を！」です。 

  「様々な行事の後によくアンケートを実施します。課題として記述のあった事項は、『こう

すれば、更にすばらしい行事になる』、そのような思いを込めた前向きな提案だと思います。

現状に満足せず、工夫や改善を加えることで更に素晴らしい行事にできると思います。工夫と

改善は、何も行事には限りません。すべての教育活動、そして授業も同様です。」と、説明し

てあります。 

  まさに、今回の自由記述は、「こうすれば、更にすばらしい行事になる」という前向きなご

提案をいただいたと感じています。 

  今回いただいたご提案を参考に、今後の学校行事がさらに良いものになるよう、工夫改善を

加えていきます。 

 

銚子市立双葉小学校 校長 小林 健一 

 

HP でも学校の様子をご覧いただけます https://www.city.choshi.chiba.jp/edu/school/es -futaba/ 

https://www.city.choshi.chiba.jp/edu/school/es-futaba/

